
三次トピックス地域の情報をお届け！

　
三
次
市
東
酒
屋
町
の
農
事
組

合
法
人
三
次
ピ
オ
ー
ネ
生
産
組

合
で
、ハ
ウ
ス
栽
培
の
ブ
ド
ウ

「
ピ
オ
ー
ネ
」の
生
育
、作
業
が

順
調
に
進
ん
で
い
ま
す
。４
月

中
旬
に
は
、房
の
整
形
作
業
と

ジ
ベ
レ
リ
ン
処
理
作
業
が
最
盛

期
を
迎
え
、ハ
ウ
ス
内
で
は
、組

合
員
や
ア
ル
バ
イ
ト
ら
が
、20
ｃｍ

ほ
ど
の
房
を
は
さ
み
で
３・５
ｃｍ

に
間
引
く
作
業
と
、種
無
し
に

す
る
ジ
ベ
レ
リ
ン
処
理
作
業
を

行
な
い
ま
し
た
。作
業
は
４
月

下
旬
ま
で
続
き
、４
月
下
旬
か
ら

は
摘
粒
、５
月
下
旬
か
ら
は
袋

掛
け
を
始
め
、７
月
10
日
の
初

出
荷
を
目
指
し
ま
す
。

　
同
組
合
に
は
20
戸
が
所
属
し
、

栽
培
面
積
36・５
ha
の
生
産
団
地

の
う
ち
ハ
ウ
ス
栽
培
ピ
オ
ー
ネ

は
14 
ha
。ピ
オ
ー
ネ
は
ハ
ウ
ス

栽
培
、露
地
栽
培
を
合
わ
せ
て

４
８
０
ｔ
の
収
穫
を
見
込
ん
で

い
ま
す
。組
合
員
の
西
田
研
治

さ
ん（
45
）は「
ブ
ド
ウ
の
生
育
や

作
業
は
順
調
に
進
ん
で
い
る
。

初
出
荷
に
向
け
て
立
派
な
ブ
ド

ウ
を
作
り
た
い
」と
意
気
込
み

ま
す
。

　
Ｊ
Ａ
ひ
ろ
し
ま
三
次
地
域
の
農

業
塾「
あ
す
な
ろ
う
塾
」は
４
月

18
日
、開
講
式
を
行
な
い
ま
し
た
。

農
業
塾
は
今
年
で
24
期
目
で
、管

内
の
農
業
を
志
す
定
年
退
職
者
や

新
規
就
農
者
な
ど
が
農
業
生
産
や

経
営
の
基
礎
を
学
び
、こ
れ
ま
で

に
４
６
５
人
が
修
了
し
て
い
ま
す
。

　

今
期
は
野
菜
、花
、加
工
品
な

ど
直
売
所
用
の
栽
培
や
販
売
の
基

本
を
学
ぶ「
短
期
コ
ー
ス（
全
５

回
）」と
、短
期
コ
ー
ス
に
加
え
鳥

獣
被
害
対
策
や
農
業
簿
記
、土
壌

診
断
な
ど
の
専
門
知
識
を
学
ぶ

「
専
門
コ
ー
ス（
全
10
回
）」の
２

コ
ー
ス
を
開
講
。両
コ
ー
ス
で
12

人
が
受
講
し
ま
す
。

　
塾
生
は「
農
業
塾
で
基
礎
を
学

び
、お
い
し
い
野
菜
を
作
り
た
い
」

と
意
気
込
み
を
話
し
ま
し
た
。塾

長
で
Ｊ
Ａ
ひ
ろ
し
ま
三
次
地
域
の

大
田
浩
之
統
括
長
は「
塾
生
同
士

で
交
流
を
深
め
な
が
ら
、農
業
の

基
礎
知
識
を
学
ん
で
ほ
し
い
」と

呼
び
か
け
ま
し
た
。

ピ
オ
ー
ネ
生
育
、作
業
順
調

三
次
ピ
オ
ー
ネ
生
産
組
合

農
業
の
基
礎
を
学
ぼ
う

農
業
塾「
あ
す
な
ろ
う
塾
」開
講

▲房の整形作業をする組合員

▲今期の受講生のみなさん

　
Ｊ
Ａ
ひ
ろ
し
ま
の
出
資
型

農
業
法
人
、㈱
Ｊ
Ａ
ア
グ
リ

三
次
は
令
和
６
年
度
の
農
業

研
修
生
を
新
た
に
３
人
受
け

入
れ
、研
修
を
ス
タ
ー
ト
し

ま
し
た
。

　
同
社
は
農
業
者
の
高
齢
化

や
農
業
生
産
減
少
の
対
応
策

と
し
て
平
成
28
年
に
設
立
。

新
規
就
農
希
望
者
を
受
け
入

れ
、担
い
手
育
成
に
取
り
組

ん
で
い
ま
す
。
ま
た
、Ｊ
Ａ

自
ら
が
農
業
所
得
を
確
保
で

き
る
経
営
モ
デ
ル
の
確
立
に

向
け
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　
現
在
、研
修
生
４
人
が
ア

ス
パ
ラ
ガ
ス
や
ブ
ド
ウ
等
の

品
目
で
三
次
市
で
の
新
規
就

農
に
向
け
研
修
を
進
め
て
い

ま
す
。

　

同
社
で
は
栽
培
技
術
の

研
修
だ
け
で
な
く
経
営
や

圃
場
準
備
な
ど
２
年
の
研

修
後
、直
ぐ
に
就
農
で
き
る

よ
う
行
政
と
連
携
し
た
独
自

の
研
修
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
合
わ

せ
た
就
農
支
援
も
行
な
っ
て

い
ま
す
。

２
年
後
の
就
農
を
目
指
し
て

令
和
６
年
度 

Ｊ
Ａ
ア
グ
リ
三
次

研
修
ス
タ
ー
ト

▲�アスパラガスの収穫をする研修生

三次地域
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三次トピックス 地域の情報をお届け！

　ＪＡひろしま女性部三次地区本部は４月12日、三
次市の農協会館大ホールで総代会を開き、役員改選
で石田佳都美さん（青河支部）を再任しました。総代
会は女性部総代や関係者ら約100人が出席し、活動
計画など４議案が承認されました。
　今年度は、ＪＡ女性組織３カ年計画「ＪＡ女性　
想いを一つに かなえよう 」の最終年度として、３
つの重点実施事項（目標）達成に向け、食・農・地域の
活性化と、仲間づくり、持続可能な農業の実現のた
めに、女性農業者の育成支援やＪＡ事業への積極的
な運営参画する等の基本方針の他、同女性部の目標
として次世代を担うフレッシュミズの育成強化や地

域の男性と協働した女性部活動に取り組んでいくこ
とを決議しました。
　部長に再任された石田さんは「行政、地域と連携
し住みよい地域社会、安全・安心な食を守っていき
たい」と抱負を述べました。

　ＪＡひろしま女性部三次地区本部の光年部会は４月30日、
三次市の農協会館多目的スペースで総会を開き、役員改選で
新部会長に吉平孝子さん（三和支部）を選任しました。
　総会は会員９人が出席し、活動計画等、全３議案が承認さ
れました。今年度は「家の光」の記事を活用した手芸や視察研
修等の活動を計画しています。

女性部三次地区本部総代会　
　部長に石田佳都美さんを再任

光年部会総会　新部会長に吉平さん

▲あいさつをする石田部長

▲総会で全３議案を承認

　
Ｊ
Ａ
ひ
ろ
し
ま
三
次
地
域
は
農
業
や
食
料
の

大
切
さ
を
地
域
の
子
ど
も
達
に
伝
え
る
取
り
組

み
と
し
て
、食
農
教
育
雑
誌「
ち
ゃ
ぐ
り
ん
」（
家

の
光
協
会
発
行
）を
管
内
の
小
学
校
児
童
に
無

償
贈
呈
し
て
お
り
、４
月
23
日
に
三
次
市
教
育

委
員
会
を
訪
れ
、贈
呈
報
告
を
行
な
い
ま
し
た
。

無
償
贈
呈
は
２
０
０
５
年
か
ら
続
け
て
お
り
、

こ
れ
ま
で
に
延
べ
７
，２
１
７
名
の
子
ど
も
に

配
本
。「
食
と
農
へ
の
関
心
が
高
ま
っ
た
」「
次
の

本
が
楽
し
み
」な
ど
子
ど
も
、保
護
者
の
方
々
に

好
評
を
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。２
０
２
４
年
度
は
管
内
の
小
学
校
３
年
生

３
９
６
人
に
２
０
２
３
年
12
月
号（
11
月
配
布
分
）か
ら
１
年
間
、無
償
で

配
本
し
て
い
ま
す
。

　
同
Ｊ
Ａ
の
林
亜
樹
総
務
管
理
課
長
は「
次
世
代
を
担
う
子
ど
も
達
に
食

と
農
の
大
切
さ
を
伝
え
る
た
め
、学
校
と
連
携
し
な
が
ら
取
り
組
み
を
進

め
て
い
き
た
い
」と
話
し
ま
し
た
。

　

５
月
９
日
、東
京
都
内
で「
令
和
６
年

度
日
本
農
業
新
聞
全
国
大
会
」が
開
か
れ
、

優
績
通
信
員
と
し
て
Ｊ
Ａ
ひ
ろ
し
ま
三
次

地
域
営
農
経
済
セ
ン
タ
ー
の
行
政
邦
彦
さ

ん
が
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。行
政
さ
ん
は
令

和
５
年
度
に
日
本
農
業
新
聞
の
通
信
員
と

し
て
84
本
の
記
事
を
送
稿
。今
年
１
月
に

全
国
版
へ
掲
載
さ
れ
た
、生
産
者
の
紹
介

記
事
が
高
く
評
価
さ
れ
、全
国
約
１
，３
０

０
人
の
日
本
農
業
新
聞
通
信
員
の
内
、８

人
の
優
績
通
信
員
に
選
出
さ
れ
ま
し
た
。

次
世
代
に
食
と
農
の
大
切
さ
を

ち
ゃ
ぐ
り
ん
無
償
贈
呈

優
績
通
信
員
に
輝
く

Ｊ
Ａ
ひ
ろ
し
ま
三
次
地
域
の
行
政
さ
ん

日
本
農
業
新
聞
全
国
大
会

◎
幼
穂
形
成
期
～
出
穂
期
の
管
理

　
適
正
な
水
管
理
や
病
害
虫
防
除
を
行
な
い
、

高
品
質
米
の
生
産
に
取
り
組
み
ま
し
ょ
う
！

１
．
水
管
理

　
幼
穂
形
成
期
～
開
花
期
は
水
が
必
要
な
時
期

で
す
。
特
に
、
出
穂
期
前
後
は
最
も
水
が
必
要

な
時
期
に
な
り
ま
す
。
水
田
を
極
端
に
干
さ
な

い
よ
う
に
管
理
し
ま
し
ょ
う
。

《
早
生
品
種
》

　
コ
シ
ヒ
カ
リ
・
ひ
と
め
ぼ
れ
な
ど
の
早
生
品

種
で
は
中
干
し
の
終
了
時
期
（
６
月
下
旬
）
と

な
り
ま
す
。
出
穂
の
30
日
前
に
は
中
干
し
を
終

了
し
、
間
断
か
ん
が
い
（
湛
水
、
落
水
の
繰
り

返
し
）
を
行
な
い
ま
し
ょ
う
。

《
中
生
品
種
》

　
あ
き
ろ
ま
ん
・
中
生
新
千
本
な
ど
の
中
生
品

種
で
は
、
中
干
し
の
時
期
（
７
月
上
旬
）
と
な

り
ま
す
。
中
干
し
を
行
な
う
こ
と
で
、
無
効
分

け
つ
を
抑
え
、
根
の
健
全
化
を
図
り
ま
す
。
中

干
し
の
開
始
時
期
は
有
効
茎
数
が
８
割
確
保

（
20
本
程
度
）
で
き
た
頃
に
な
り
ま
す
。

２
．
病
害
虫
防
除

　
７
月
中
旬
頃
か
ら
は
早
生
品
種
の
穂
ば
ら
み

期
の
本
田
防
除
時
期
に
な
り
ま
す
。
出
穂
の

７
～
10
日
前
を
目
安
に
防
除
を
行
な
い
、
良
質

米
の
生
産
に
つ
な
げ
ま
し
ょ
う
。
ま
た
、
中
生

品
種
や
、
そ
れ
以
降
の
防
除
に
つ
い
て
も
基
幹

防
除
を
徹
底
し
、
品
質
向
上
に
努
め
ま
し
ょ

う
。
特
に
カ
メ
ム
シ
の
吸
汁
に
よ
る
着
色
粒

は
等
級
低
下
に
大
き
く
影
響
し
ま
す
。
基
幹
防

除
を
徹
底
し
ま
し
ょ
う
。

※�

詳
し
く
は
令
和
６
年
度
Ｊ
Ａ
ひ
ろ
し
ま
三
次

地
域
水
稲
栽
培
こ
よ
み
を
参
考
に
し
て
く
だ

さ
い
。

３
．
穂
肥
の
施
用

　
穂
肥
の
施
用
は
米
の
収
量
や
食
味
に
影
響
し

ま
す
。
幼
穂
長
か
ら
出
穂
前
日
数
の
目
安
を
確

認
し
ま
し
ょ
う
。
施
用
時
期
や
施
用
量
は
生
育

状
況
や
幼
穂
の
長
さ
、
葉
色
を
参
考
に
し
ま

し
ょ
う
。

※�

基
肥
に
一
発
肥
料
（
早
生
ロ
ン
グ
３
６
４
・

早
生
い
～
ね
７
５
５
・
エ
コ
ケ
ッ
コ
～
一
発

(

早
生)

や
ユ
ー
コ
ー
ト
エ
ー
ス
２
２
３
・
中

生
い
～
ね
５
０
２
）
を
施
用
し
た
圃
場
で
は

原
則
、
穂
肥
は
行
な
い
ま
せ
ん
。

野
　菜

◎
土
づ
く
り

　
土
壌
の
通
気
性
、
保
水
性
、
排
水
性
な
ど
の

物
理
性
改
良
を
目
的
に
完
熟
堆
肥
を
施
用
し
ま

す
。
定
植
１
カ
月
前
ま
で
に
完
熟
堆
肥
を
２
０

０
㎏
／
ａ
と
ミ
ネ
ラ
ル
Ｇ
を
15
㎏
／
ａ
施
用
し
、

耕
う
ん
し
ま
し
ょ
う
。

◎
基
肥

　
定
植
２
週
間
前
に
、
い
～
ね
４
０
３「
改
」を

10
㎏
／
ａ
施
用
し
、
耕
う
ん
し
ま
し
ょ
う
。

◎
夏
場
の
栽
培
ポ
イ
ン
ト

・�

敷
き
わ
ら
や
白
マ
ル
チ
で
地
温
の
上
昇
を
抑

え
、
高
温
対
策
を
万
全
に
し
ま
し
ょ
う
。

・�

病
害
虫
の
発
生
が
多
く
な
り
ま
す
の
で
病
害

虫
防
除
を
徹
底
し
ま
し
ょ
う
。

・�

梅
雨
明
け
後
な
ど
乾
燥
が
続
く
場
合
は
定
期

的
に
か
ん
水
し
、
高
温
対
策
を
万
全
に
し
ま

し
ょ
う
。

（図１）病害虫防除時期

品
種

【早生種】
コシヒカリ

ひとめぼれ 等

【中生種】
あきろまん

中生新千本 等
剤
型 粉剤 液剤 粉剤 液剤

７
月
中
下
旬

８
月
上
旬

８
月
中
旬

８
月
下
旬

※穂ばらみ期：出穂 10～ 7日前頃　
　出穂期：圃場全体で 50％穂が出た時

ビームバシボン
粉剤DL

4kg／10ａ
穂ばらみ期

収穫14日前まで
ビームバシボン
粉剤DL
4kg／10ａ
穂ばらみ期

収穫14日前まで
ラブサイドスタークル

粉剤DL
4kg／10ａ
出穂期

収穫7日前まで ラブサイドスタークル
粉剤DL
4kg／10ａ
出穂期

収穫7日前まで

ビームエイト
スタークルゾル
薬量100ml

散布水量100L／10ａ
収穫7日前まで ビームエイト

スタークルゾル
薬量100ml

散布水量100L／10ａ
収穫7日前まで

アミスター
トレボンSE
薬量100ml

散布水量100L／10ａ
収穫14日前まで

アミスター
トレボンSE
薬量100ml

散布水量100L／10ａ
収穫14日前まで

水
　稲

■キャベツ
《品種》おきなＳＰ　　《圃場》露地　　《播種》７月中旬～７月下旬
《育苗》�セルトレイへ２粒／穴ずつ播種します。播種後は十分にかん水しましょう。
《定植》�畝幅150ｃｍ、条間60ｃｍ、株間40ｃｍの２条植えで
　　　 活着不良を防ぐため本葉２～４枚の頃に定植しましょう。

■ごぼう
《品種》サラダむすめ　　《圃場》露地
《播種》�７月上旬～７月中旬 

畝幅100ｃｍ、条間30ｃｍ、株間10ｃｍの２条植えで播種します。
　　　  播種後は十分にかん水しましょう。

７月播種のおすすめ品種

▲�受賞を喜ぶ行政さん（左）と
　ＪＡひろしまの三戸正宏組合長

営農情報
三次地域三次地域
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ギフトセンター 三次店
早期予約早期予約の方にの方に
特典満載‼特典満載‼

ご予約は、ＪＡひろしまギフトセンター三次店または、各支店へお申し込みください！
（ギフトセンター三次店　TEL 64-0550　 FAX 64-0510）

７月のお知らせカレンダー

棚卸のため
６月30日（日） 営業時間変更 ８時から15時
７月 １日（月） 臨時休業
　� とさせていただきます。

ＪＡグリーンみよし臨時休業
営業時間変更のお知らせ

７月27日（土）　ふれあい活動

三次子牛セリ市 ※�令和６年４月17日の子牛セリ市情報となっていますので、最新情報は
広島県三次家畜市場のホームページよりご確認ください。

２万円以上ご成約の方に記念品を
プレゼントいたします。

期間中のご予約に限り、商品代金の５％を
割引いたします。（商品券及び、送料は除きます）特典１

特典２

令和６年 
６月13日（木）～７月９日（火）

ご注文分迄

早期予約割引期間

※放送内容（予定）は変更になる場合もあります。

㈱三次ケーブルビジョンコミュニティチャンネル

農業情報番組ガイド 111ch

放送日 内　　容 担当者

７月１日（月）�
� ～７月７日（日）

秋まき野菜の
播種・育苗管理について 原田

７月15日（月）�
� ～７月21日（日）

アスパラガスの
栽培管理について 廣川（亜）

（円）
頭数 最高価格 最低価格 平均価格 前月対比

雌 16 882,200 425,700 559,144 57,269
去勢 21 1,042,800 47,300 619,562 78,073
合計 37 593,435 67,280

ＪＡひろしま三次地域 （円）
頭数 最高価格 最低価格 平均価格 前月対比

雌 120 897,600 231,000 485,018 32,975
去勢 171 1,353,000 47,300 600,626 67,401
合計 291 552,952 53,676

三次市場全体

放送時間　7：00～7：15・12：00～12：15・19：40～19：55

三次地域

水稲空中防除散布が行なわれます。
　稲の病気、害虫の発生を予防するため、７月中旬から８月中旬にかけて、無人ヘリコプター、ドローンに
よる水稲空中防除が下記の地域で予定されています。
　散布予定地域は、以下のとおりです。該当地域のみなさまには、ご理解とご協力をお願いします。

散布予定地域
三 次 川地・川立・日下・山家・願万寺・青河・東河内・田幸・神杉・和田・東酒河・畠敷町・川西地区
君 田 石原地区・東入君
布 野 奥の迫上・奥の迫下・柳田・東・二井殿地区
作 木 大山地区・上作木
三 良 坂 仁賀・田利・皆瀬・黒田・新開・岡田・市街地・沖江・迫田・灰塚・長田地区
三 和 下板木・敷名・福田地区・羽出庭・上壱
吉 舎 安田

●お問い合せ先　ＪＡひろしま　三次地域営農経済センター　営農販売課　☎（0824）66-3802

IVもっと！JAひろしま　三次地域版　2024.6


